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乙仲通界隈デザインワークショップ実行委員会

　私たちが、有志の学生と地元の皆さんとの
協働で取り組んできた「乙仲さんぽ」について、
今回は初年、2015年度の活動概要を報告さ
せていただきます。
　2015年度は計５回の連続ワークショップを
開催し、まちあるきで見つけたテーマに沿っ
て、地域住民を交えたグループワークを重ね
ました。SNSによる情報発信も行い、地域内外
の幅広いメンバーによって、将来にわたり継続
して取り組んでいくことが出来るような仕組み
づくりをめざしました。
　初回のワークショップでは、まちづくりコー
ディネーターの根津昌彦氏（みなと元町タウン
協議会コンサルタント）と、地元のまちづくりを
牽引されてきた道上順一氏（乙仲通界隈プロ
ジェクト委員会事務局長）のお話しを聞いて勉
強したあと、午後から乙仲通MAPを片手に界
隈の魅力探しの散歩に出かけました。各自が
スマホで撮影した写真をすぐに印刷し、ポスト

　神戸と言えば港町というイメージが強いと
思いますが、六甲山の北側には田んぼと山に
囲われた農村地域が広がっていて、生業と結
びついた豊かな風景とコミュニティが存在し
ています。そこでは仕事や世代は違えど、明確
に共有されている課題があります。私はそこで
住み働く一員として、農村集落での地域づくり
に日常的に関わっていて、多少なりともその成
果に手応えを感じることが出来ています。
　そんな私が、乙仲通という神戸の都心で、建
築家の仲間たちとまちづくりの支援に取り組
むことになったわけですが、農村集落における
活動とはずいぶん勝手が違って苦心しました。
　初年度は、複数のテーマに分類して界隈の
魅力と課題を分析したのですが、それらは大
抵背中合わせの関係にあり、見方が違えば
180°評価が変わりそうなことばかりだと分かり
ました。価値をどこに置くか、どこでバランスを
とるか、という視点が重要で、その軸が少し振

れるだけでまちの様相が大きく変わってしま
いそうな緊張感は農村地域では感じたことが
ありませんでした。機能性や利便性を最優先
に、その方向への偏りが大きくなると、乙仲で
学生たちが魅力と感じた要素は見いだせなく
なっていくでしょう。でも現実は、そのような価
値観が優位に立ち、元のバランスには戻れな
いほど偏りが大きくなりつつあると感じずには
いられませんでした。
　私たちには、軸を動かすほどの力はありませ
んでしたが、そのような状況において、あふれ
てしまいそうなプレイヤーが活かされてきた
構造にスポットを当て、その価値を記録として
残せたことは意味のないことではなかったと
思っています。
　また、農村地域においては、ひとつのモデル
が提示できれば、その波及効果を十分見込め
ますし、年月をかけて積み重ねていくことも出
来ます。しかし、ここでは、さまざまな要素が変
化を伴いながら複雑に絡み合っており、そう
いったモデルを提示することが果たしてどれ

乙仲での活動を振り返って　　　

イットとつなぎ合わせて、まちあるきで感じた
ことが一目で分かるようなシールを作り、それ
を用いてディスカッションを行いました。
　学生たちが界隈のどこに魅力を感じ、どのよ
うなことに問題意識を持ったのか、今後テーマ
を共有していく上で、分かりやすいデータをた
くさん収集することが出来ました。そしてその
成果を大きな地図に落とし込んで、こうべまち
づくり会館のライブラリーカフェで展示し、多く
の来館者に見ていただくことが出来ました。
　２回目のワークショップでは、まちあるきで
感じたことを話し合いながら、これから取り組
んでいくテーマを５つに絞り込み、グループ分
けを行いました。
　３回目以降のワークショップは、取り組む手
法やまとめ方も含め、グループごとでじっくり
議論をしました。最初のまちあるきとは違っ
て、それぞれがテーマをもって界隈の至る所
を再び歩き、写真にまとめたり、ヒアリングをし
たり、図面を描いたり、とさまざまな手法を用
いて、テーマに沿って界隈の魅力と課題を分

析しました。
　５回目のワークショップとして、各グループ
が取り組んだ成果のプレゼンテーションを行
いました。この日に向けてさらに調査をしたり、
計画案を考えたり、ミーティングをしたりする
など、学生たちが自主的に準備をすすめてき
ました。各グループの発表テーマは、以下のと
おりです。
　1）乙仲の魅力発掘・発信　
　2）共用空間のあり方　
　3）店舗へのアクセス・設え　
　4）街路の安全と快適性を考える　
　5）既存建物の利活用
　発表を通じて、界隈の魅力と課題、その状況
を踏まえた今後の地域のあるべき方向性が見
えてきたと思います。次号以降で各グループの
取り組みについて、さらに詳しくご報告します。
また、「乙仲さんぽ2015-2017 地域×学生×
建築家 3年間のあしあと」という冊子に写真や
資料とともに詳細を記載していますので、併せ
てご一読いただければ幸いです。

地域の魅力と課題（リサーチ）

ほどの効果をもたらすのか確信が持てず、それ
でも何らかの成果を提示しなければ、という葛
藤がありました。
　そんな迷いを抱えた者から、「デザイン提案
をせよ」と差し向けられた学生たちはさぞかし
苦労したことでしょう。彼らが悩みながら出し
たモデル提案が３年間の活動成果冊子の
ページの大半を占めていて、この活動はまさに
学生たちの努力があってこそのものであった
と改めて思います。これらの提案の図面や模型
など、表層にあらわれたデザインだけでなく、
そこに至った分析やコンセプトにこそ着目して
ほしいと思います。そこに見いだせる地域に潜
在する価値と魅力を多くの方と共有し、守り育
んでいくことが出来ればうれしく思います。
　

まちづくり会館での展示 グループワークの様子 2015　成果発表会

空間資源としての古ビル
-神戸と横浜の事例から考える-
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　近年、戦後から70年代前半にかけて建設
された都心に立地する築年数の古いオフィ
スビル（以下、古ビルと略す）の活用が、アー
ティストやクリエイターを中心に注目されて
います。　「交通の便が良い」「家賃が安い」
など利便性や経済性が、小規模な事業経営
に有益であるだけでなく、DIYやリノベーショ
ンによる修繕が施されたビルの纏う趣きへの
関心が少なからずあるようです。
　また、私も含め、建設当時の時代を伝える
ビルの佇まいに愛着を感じる人々も多く、『月
刊ビル』（2010-）や『名古屋渋ビル手帖』
（2013-）等の古ビルを特集する出版物※1か
らも動向を確認することができます。
　そこで今号では、現在、横浜都心部の創造
産業（アーティストやクリエイター等の新た
な価値や文化を創造する業種）について調
査研究している筆者が、乙仲通界隈を訪れ
た記憶を振り返りつつ、横浜の活用事例と共
に、空間資源としての古ビルについて考えて
みたいと思います。　
　まず、振り返ると、私が乙仲通界隈に関心
を寄せるきっかけになった調査の一つに、

　そして現在、こういった防火帯建築などの
古ビルに、アーティストやクリエイターだけで
なく、それらの枠には収まらない多様な人材
が入居しており、個性的な界隈が生まれてい
ます。
　以上を踏まえて、乙仲通界隈の商業空間と
横浜の関内・関外地区のアーティストやクリ
エイターの活動拠点は、経緯は異なりますが
古ビルを空間資源として活用することで、個
性的な界隈を形成したと言えるでしょう。
　本来、建物は老朽化と共に建築的価値が
減少し、そういった建物が集積している地域
は再開発の対象となりやすいかもしれませ
ん。また、界隈が市場価値を持つと、大規模
な建物改修による家賃の向上や大型チェー
ン店の参入で、小さな商いや文化的な活動
が逆に行い難くなってしまうかもしれません。

　乙仲通界隈は、マンション開発により、古ビ
ルの数を減らしています。しかし、古ビルは、
入居者の工夫により多様な活用が可能であ
り、また、低廉であることから、文化的な活動
に向いています。
　つまり、創造的に利用する者に寄り添う空
間資源として、あるいは資本の少ない小規模
な事業者の居場所としても今後評価が期待
され、そういった建物や今後なりえる建物を
残す工夫が、街並みの均質化を防ぐことにつ
ながるのではないか、と考えています。
　筆者は現在、関東圏域に在中しており、 
2019年11月以降、神戸を訪れることができ
ておりません。新型コロナウイルスが収束し
た後、再び、神戸を調査する予定ですが、お
そらく、状況も変化していることでしょう。待ち
遠しい反面、訪れたい商店や古ビルが無く

『乙仲通界隈デザインワークショップ「乙仲さ
んぽ」』（2015-2017）でおこなわれた街並み
調査があります。
　調査を通して、取り分け興味をもったのは、
街路にあふれだした商店の立看板が連なる
独特の景観や、商業用途に転用された古ビ
ルの使われ方についてです。
　個人経営の個性的なカフェ、雑貨小物、服
飾、家具などの商店やギャラリー等が、収益
を主な目的とした商業空間とはやや趣きを
異にする、趣味とも判別がつかない豊かな営
みを実現していたことがとても印象的でし
た。
　また、先述した創造産業に属する建築設計
事務所やデザイン事務所もみられ、それらが
混在している状況が乙仲通界隈の雰囲気を
より魅力的にしていると感じました。
　乙仲通界隈がそうした小さな商いの苗床
となった背景には、乙仲業務の減少などによ
り、当初の目的で使われなくなった古ビルが
集積していたことや、元町商店街から少し離
れた位置にあり、既存の商売とは少し違う経
済モデルを考えることができたと推察してい
ます。
　つまり、乙仲通界隈が商業空間として奏功
したのは、店主らがかつて乙仲業者で賑わっ

ていたオフィスビル街を意識的か無意識的
か、地域の空間資源として活用したことにあ
ると考えています。そのような事例は、筆者の
知る限り、あまり見受けられませんが、横浜で
は関内・関外地区に、類似の活用事例を見出
すことができます。
　横浜市は神戸市と同様に、行政による事
業の一環として、文化芸術活動の支援や創
造産業の誘致などのまちづくりを行っていま
す。そういった事業の一つである芸術不動産
事業は、横浜都心部（関内・関外地区）の古ビ
ルのオーナーと協働し、アーティストやクリエ
イターなどの創造産業の活動拠点を創出し、
既成市街地の活性化や創造産業を中心とし
た界隈の形成を進めています。
　このような試みが生まれた背景には、
2000年代前半にオフィスビルの空室率が高
まったことや老朽化の進行、歴史的建造物等
の消失、業務・商業機能の衰退が危惧された
状況があります。
　これに対して、横浜市は文化芸術による創
造都市施策を推進し、歴史的建造物の活用
だけでなく、古ビルなどの不動産ストックの
活用に取り組んでいます。特に、横浜固有の
戦後建築遺産と言える防火帯建築※2の活
用を積極的に行っています。

なっていたらと思うと心苦しくもあります。
　今後も神戸の調査を継続しますので、機会
があれば、横浜の調査も含めて進捗を報告さ
せていただければ幸いです。
※1 古ビルを特集する出版物について
　2010年以降に出版された古ビルを特集する写真集や雑誌
は、著者らが街歩きを通して再発見し、ビルの佇まいを語る
内容がみられる。「渋ビル」「いいビル」など、より愛着あ
る表現が用いられていることが特徴である。
※2 防火帯建築とは
　戦後、都市火災での延焼を防ぐ目的で設けられた防火建築
帯を示す。関内・関外地区では、通称として「防火帯建築」
と呼ばれる。鉄筋コンクリート造で3階から4階建て、中庭型
の配置やモダンな外観など、共通した形式がみられる。

鈴木 亮太（すずき りょうた）　
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個性的な商店が入居する古ビル（神戸・乙仲通界隈） 創造産業の活動拠点として再生された古ビル（横浜・関内）


